




The Feasibility of School Morale through Ongoing, Short-Term, SIG Experiences: 
Aiming to Realize Safe and Secure Classrooms
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16）  Q-UはQUESTIONNAIRE-UTILITIESの 頭 文
字をとった，標準化された心理テスト（質問紙
調査）です。1つ目の学級満足度尺度では，「友
達にいやなことをされると感じるか（被侵害得
点）」と「先生や友達に認められていると感じる
か（承認得点）」という2つの側面から，子どもた
ちの学級生活の充実度がわかります。2つ目の
学校生活意欲尺度では，友達，学習，学級の3
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領域（中学以上は，友人，学習，学級，進路，
教師の5領域）に ついて，子どもが積極的に取
り組んでいるかどうかがわかります。
17）  川喜田二郎「発想法　改訂」中公新書（1967）
KJ法とはフィールドワーク等で多くのデータ
を集めた後、あるいはブレインストーミングに
より様々なアイディア出しを行った後の段階
で、それらの雑多なデータやアイディアを統合
し、新たな発想を生み出すための方法。川喜田
二郎が開発し，KJ法と名付けた。手順は，①1
つのデータを1枚のカードに要約して記述す
る。②多くのカードの中から似通ったものをい
くつかのグループにまとめ、それぞれのグルー
プに見出しをつける。③カードとそのまとまり
を図解化する。④得られた解決策や発想を叙述
する。
